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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　幼児の文法的形態素の習得の問題のうちJ　文法的性（以下genreとしるす）の習得は興味深い
ものの一つである．周知のようにgenreはフランス語にあって統辞的に重要な役割を果たしてい
る文法範ちゅうであるか，言語外事実との意味の対応関係が弱いという点で，顕著な性質を有して
いる．たとえばこれを同じ名詞に関わる数の範ちゅうと対比してみれば違いはあきらかで，単数，
複数の選択か，基本的に対象が一つか，二つ以上かという認識から容易に導き出されるのに対し，
genreは男女，雌雄の区別に部分的に対応するのみで, genreの区別は，本質的に言語そのもの
の内にある．したがってgenreの習得過程は幼児のm^talinguistiqueな操作能力の発展を直接
的に反映することか予想されるのであるが，このことは又同時にgenreに特有の,困難をも予想さ
せるわけである．
　拙稿では，この過程か実際にフランス語のgenreの場合どのように展開するのか，数種の資料
を用いて明らかにしたい．（なお今後の研究のための資料整理の目的ももたせるために長い引用紹
介もあえておこなうことをことわっておく．）又，この過程にはおのずからフランス語のgenreの
基本的な諸相が散見されるはずである．
　資料の点では，幼児言語の発達の研究そのものが，まだ限られたものであり，しかもその大半が
英語に関するものである甲から，フランス語の一文法範ちゅうの習得過程を知るためには，ごく限
られた資料から再構成しなければならない．（この意味で　J. Roniat ('1913)<2＼ M. Pavlovic
　（1920）（3）を現段階では入手出来なかったことは残念であった.）しかしながら，たとえばBrown
　(1973)らが英語の14の文法的形態素の習得順に，ほとんど普遍性と言えるものを確認した事実等
をふまえるなら，ある一つの言語の方略の過程は個人間に大差は.ないという想定か出来る(4)した
がって断片的な資料も少なくともgenre習得過程の概略は示し得るだろう.．
　　　　　II.
A. Gr6goire
　一主に２才時
　第一の資料はA. Gr^goireの‘L'Apprentissage du langage' Vol.11.(1947)^'で，これは，自
分の二人の子供CharlesとEdmondの２才以降一一一主に２才時の綿密な記録である．しかしなが
ら主観的な整理が多＜，又，発話の具体的場面の説明がごく短いものになっているので，厳密に数
量的な把握をすることはむずかしい．
　２才時の最初，子供達の冠詞の使用はまだ不安定である．しかしやがてこのひんぱんに登場する
小辞は子供の注意を引くようになり, Charlesは２才時の終りに, Edmondは２才時の半ばから
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これを安定して用いるようになる(6)言うまでもなく冠詞の使用はgenreの区別と強制的に結びつ
くが, Grdgoireの観察によると, genreの間違いは大して多くない(7)多くないというのは，た
とえばフランス語がまだよく出来ない外国人がおかすようなタイプの誤りをGr6goireは想定し
て，それに比べてということであろう.
　Gr6goireは，子供にとって冠詞かgenreの重要なindicateur･になっているのではないか，又，
子供には冠詞が，ときに男性になり，ときに女性になる一種のpr^fixeと映っているのではない
か，という推測を行なっている（８）.（この推測は正しいことが，あとで紹介するA. KarmilofF-
Smithの実験結果からもわかる．これらは誤りが大して多くないことと関係している.）
　Gr^goireは子供はいくつかの間違いをおかすけれども，これらを比較的早く修整していくとみ
ている.　Charlesが４才（111ヶ月，１日）のとき, genreに関する認識を試してみるためにle
maman,la papa と言ってみたところ，子供は大笑いした．　（このようなテストのみで即genre
認識の証明とは無論ならないが，ただ４，５才時がm^talinguistiqueな能力か飛躍的にのびると
きであることを考えると，子供が大笑いしたことは興味深い.) Gr^goireは，これよりかなり前の
時点でgenreの認識は確立していると判断し，さらに子供が自ら冠詞を時々省いてしまうような
初期の段階でも，その語にふさわしい冠詞（すなわち, genreの選択）を知っているかもしれな
いと考えるのである（9）.これは一般に理解する能力か，発話の能力に先行して発達することを考え
ると，ありうることである.
　Gr^goireはChapitre II － SｕbStａｎtif（１ｏ）においてgenreの問題を特に取りあげ，冠詞，形容
詞，人称代名詞との一致における間違いの例をくわしく挙げている．以下に列挙する．（カッコ内
の数字は順に年（令），月，日を表わす．引用の頁は年令で代用する.）
　１．冠　詞
　　Charles
　　L'est chaude,leboite (2, III, 18)
　Culotteを初めてはいたCharlesは，“maintenant, tu es un homme, un petithomme"と言
われて，この意味わからず，“maman, une t-homme?” と聞き返す. (3, II, 10)
　　Le beau titeboule (2, VII, 18) Ctite= petite)
　　plus ｄｕn-huile de poisson
　　Edmond―一一
　冠詞のgenreを不明にする３つのagglutinationのうち，２例はgenreか正しく，他の１例
はそうでない.
　　la voine (=ravoine)
　　un tit1-homme (tit=petit)
　　sｕ〔r〕le1-eau(2, IV, 7)
　２．形容詞
　形容詞のパラダイムは不規則で，日常語に表われるもの(blaric, sec, grand, beau, etc.)は
特にそうである．それゆえ子供のbonne volont6 にもかかわらず誤りが生じる(11)
　　Charles
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　Ti〔t〕sotte neigel (2, IV, 19)これは彼自身がallez,μit Sot”と言われることと関連して
いるらしい．
　ｈｅａｕmadame (2, 0, 30)
　attasez la beau titeculotte(2, IV, 10)
　, un bel m6sieu (2, I, 4)
　形容詞beauの変化か複雑なためあらわれる間違いである．
　最初（８ヶ月目）にはgrand-maman　と言っていたのに･grande-maman (2, XI, 4)と言う.
Charlesの個人的な分析によるものらしい.
　ｍ６ｃｈａｎtについての迷い:
　m6chan〔t〕gazette (2, IV, 5),同じ日に，
　　i-y-est pas mをsａｎtｅ,　ａclosse (=la cloche)
　　Edmond
sante maman, Ｓａｎ〔t〕maman, san b6b6 (2, II, 5),同じ日に，
m^san L616 C=nn6chante E16onore),数ヶ月後に，
m6chante b^b6 （2; VII，30）
３
代名詞
　　Charles
　ここで特徴的なのは, genreの一致どころかelle, elles〔sl〕がときどきi (il, ils)にまとめ
られてしまうことである.，
　　f va nir (=venir) (2, III, 24) Cオバをさして）
　　z‘fait du potin, Zi6y ( = D6sir6e) (2, III, 25)
　　f est pa(r) ti:y (2, IV, 5) (les petites fiUes をさして）
　　i a s^s6 des boites, 1a tite fille(2, IV, 5)
　　z'-y-est pas m^sante, ａ closse C=la cloche) (2, IV, 5)等．
　又，
　　W'est-elle, ma〔r〕teau?(2, 0, 21) ( =“ou est-il,le marteau?”）
　という間違いがあるが，これはGr6goireによると，ｔｏ'ｅｓt-ｅＵｅが一種の疑問の形式と子供に映
っているかららしい．
　　Edmond
　場所を問う疑問文において，兄と同種の間違いかある.
　　est-ce qu'il est sifal?（＝“OU est-ce qu'il est, le cheval?”) (2, III, 30)
　　est-ce qu'z va, ce bateau-ci, b･!b6?(2, V, 22)
　　est-ce qu'elle est, maman ( =“ou est-ce...”) (2, VI, 10)は, genreが一致しているが，
　　w'est-eZ/, le sue (re)?(2, VI, 10)
　　w'sst-elle, b6b6 (2, VII, 9)においては一致していない．
　一致に関する誤りの例は，以上のようで，あまり多くないという印象が強い．
　ところで年令は４，５才時でこれより大分後であるがGr^goire　は子供自身かgenreに関して
意識的な質問をする場合に注目しているのでそれをしるそう．
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　　Charles
　　Comment dit-on la femme d'un Hindou? une Ｈｉｎｄｏｕtｅ(4,IV, 8)
　この造語はGrdgoireによると，≪tout. toute≫の対立からの類推らしい．同種の類推がある.
Charlesは自分のことを＜foｕ≫と呼ぶお手伝いに次の語でやり返す.
　ｆｏｕtｅ,s'ecrie心il(4, VI, 4) 2ヶ月後(4, VIII, 15）にも同じ語があらわれる．
　又, <petit singel>'に応酬すべく5函がne (4, VI, 4)を発明する. Gr^goireは≪fine, gami
ｎｅ≫，≪coquine≫からの造語でないかと考えるC12)･
　Charlesは又，≪limacon≫に女性形の≪limagonne≫という語を付加する.
　Tu es un brise-toutと，ひとに言われてこう答える･
　　Non, c'estla mer qui est une bｒisｅ-tｏtile(5,IV 8)　　｀
　　EDMOND
　Edmondは５才２ヶ月の'とき，次のような造語を行なう．
　彼が家政婦をdiahleと呼び，ひとに“Sidonie n'est pas un diable." と言われると，男性語の
使用を注意されたと思い，
　　une diablette,alors?　　　　　　　　　　　‘
　と答える.≪fillette≫，≪fourchette≫，≪poulette≫等からの類推である．
ＣＨＡＲＬＥｓ－一一
最後にCharlesが固有名詞にまで女性形を与える例かあかっている・
　et comment dit-on? Mme ｏｌｉｖi&rｅ?(M. Olivierより) (4, III, 17）
Gr6goire自身は以上から次のような結論を述べている.
　　Ｄ’apr&S les indications r6unies ci-dessus, le nombre des exemples ou le genre est
　r^ellement fautif demeure tr&S r^duit. Plusieurs erreurs reposent sur des hesitations
　excusables chez des enfants. La notion des foΓ?刀esdu　genre est bien 6tablie dans
　leur esprit. (p.44)
●
●
●
●
●
この記録から我々が知り得る，又，推測されることは次のような諸事項である．
　２才時にgenreは出現する．
　幼児はgenreの自発的な使用に先立ってその概念を有していると推測される･
　冠詞は一種の接頭辞的なものとして名詞と強力に結びつき, genreの区別の手がかりになっ
ている．
　誤りは，観察者が事前に予想するほど多くない･
　フランス語の冠詞，形容詞のパラダイムの不規則な型は幼児の部分的な逡巡や誤りの原因とな
る．
　冠詞，形容詞との一致は２才時で大体出来るか，代名詞は，この段階では，それ自体かきわめ
て未発達である．
　４，５才時には強力なm6talinguistiqueな能力の出現を思わせるような, genreに関する幼
児の自発的な質問，造語等が見受けられる(13)
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　　　　　　　　　　III.
　　　　　　E. A. Llorach
　　　　　　　-一丿ム西二言語使用
砺
　第２の資料はE. A. LlorachがLe Langage' (Encyclop^die de la P16iade)のために轡いた
「幼児の言語習得」（14）の中のごく短い一文であるか，重要な示唆を含むものである.
　　　Les differences paradigmatiques r^gulieres ayant des formes phoniques invariables
　　sont egalement apprises avec plus de facility que celles dont la face significante ofFre
　　des variations. L'enfant saisira les expressions phoniques des ｍｏrph&meS d'autant plus
　　facilement qu'elles sont plus r^guli^res, plus unitaires et plus clairement perceptibles.
　　Au contraire, dans les langues ou les composants morph^matiques sont variables et ou il
　　ｙ ａ souvent homonymie entre les composants de diff6rents morphemes, la distinction
　　et la stabilisation des differences significatives ainsi que la reproduction des tnorph6-
　　mes seront plus laborieuses et plus lentes. Par exemple : la r6gUlarit&dｕ paradigme
　　de　l'article　espagnol　/el, la, los, las/, jointe　^ l'abondance　des　composants　qui
　　servent a distinguer le masculin du f^minin, le singulier du pluriel, compar6es k la
　　variability et a rambiguit6 des expressions francaises correspondantes /1， la, la, le,
　　lez / sont cause que les oppositions de genre et de nombre　de l'espagnol sont plus
　　vite　acquises, et　plus　vite　appliqu6 l'accord　correspondant　avec　radjectif. En
　　ｆｒａｎｇａｉ％，ｂａｒ ｃｏｎtｒｅ，leｓ　heｓitａtｉｏｎｓ ｄ ｌｅ％ ｆａｕtｅ％ ｄ’　ａｃｃｏｒｄ　％ｅ ｐｒｏｄｕiｓｅｎｌ plｕｓ ｌｏｎｇ-
　　tｅｍｂｓ.11 suffit de comparer le frangais 〔pitisuri〕“petite souris" et 〔mus pitit〕“petite
　　mouche", k l'espagnol〔mania mdla〕“Maria (es) mala'≒〔n6ne mdlo〕ｅt〔ubas
ｍ６ｎａｓ〕“uvas buenas”．
（イタリックは筆者によ.る）
　Llorachはフランス語とスペイン語を話す二重言語使用の子供について述べているのであるが，
同じロマンス語である二国語間で，習得の速度にずれがある.こと，そしてこのずれは部分的な構造
上の複雑さの差異によっていることか明記されている．種々の文法事項の習得時期のずれを説明す
るのに，幼児の心理的発達段階の反映と，言語構造の難易度という二つのファクターにどのような
比重をもたせるかは，幼児言語学の中心的なテーマの一つであろうか，このLlorachによる報告
による限り，「ある文法範ちゅうの概念が理解されていて｀も，言語的な操作かむずかしければ，こ
の習得は遅延する」という仮定が出来よう．この意味でもGr^goireの推測するようにgenreの
概念は使用に先立ってかなり早く確立している可能性か考えられる．
　genreに関し, Llorachの記述から読み取れることは次の点である･
・冠詞や形容詞の不規則性はgenreの習得を長びかせる.
・名詞語尾はgenre判別の手かかりになる可能性を有する．
　　　　　　IV.
A. Karmiloff-Smith
　　-ろ才～12才
次の資料は, A. Karmiloff-Smithによる３才から12才までの子供の大規模な実験報告である(15)
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Karmiloff-Smithは名詞の接尾辞がしばしばgenreを示していることに注目し，この音韻的手が
かりと，文法的手がかり（すなわち冠詞），及び自然の性(sexe)の三者がどのように幼児のgenre
習得過程にかかわっているかを調べる．
　実験方法を大まかに述べると，「もの」と「動物」と「人」（男・女）を表わす絵を示し，こ
れらを人工的な語で名付け, genreに関して誘導してしまわないような形の文で質問して子供の
genreに関する対処の仕方を調べるのである．
　使用された絵の典型的なものは, Fig.3, Fig.4, Figs.5 a & bのような「もの」，「動物」，
「人」にはそれぞれ見えるか，特定のどんな名詞とも結びつかないような中立的図像である．
Fig. 3.　Example of ａ typical drawing of imaginary object, used for
　　　experiments 7―11 (Karmiloff-Smithによる）
Fig. 4. Example of ａ typical drawing of imaginary animal, りsed for experiments
　　7―11 (Karmiloff-Smith)による
Figs. 5a and 5b. Examples of typical drawings of imaginary female and male
　　Martian-like persons. used for experiments 7-11 (Karmiloff-Smithによる）
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　使用された人工語は次のごとくである.
　　　　　　　　　　　　　　　　　Liｓt ｏｆ ｅ砂ｅｒｉｍｅｎtａｌｎｏｎsｅｎｓｅ･ｗｏｒｄｓ
　　　　　　　　　　　Ｍａsｃｕline ｓｕｆｆｉｘ　　Ｆｅｍｉｎｉｎｅ ｓｕｆｆｉエ　　　　Ａｒbitｒａりｓl£fliｘ
　　　　　　　　　　　　　bicron　　　　　　　　podelle　　　　　　　　　fodire
　　　　　　　　　　　　　plichon　　　　　　　　forsienne　　　　　　　　dilare
　　　　　　　　　　　　　golcheau　　　　　　　bicrienne･　　　　　　　rile
　　　　　　　　　　　　　coumeau　　　　　　　barienne　　　　　　　　coumile
　　　　　　　　　　　　　fasien　　　　　　　　　goltine　　　　　　　　　taninque
　　　　　　　　　　　　　maudrien　　　　　　　fasine　　　　　　　　　　broucha
　　　　　　　　　　　　　forsien　　　　　　　　plichette　　　　　　　　chalique
　　　　　　　　　　　　　maudrier　　　　　　　coumette　　　　　　　　fadiste
　　　　　　　　　　　　　bravais　　　　　　　　bravaise
　　　　　　　　　　　　　brouguin　　　　　　　spodine
　　　　　　　　　　　　　chalois
　　　　　　　　　　　　　goltois
　実験は７番から11番まで計５種の実験である．各実験に先立って，まず実際に存在する語を用
い，求められている作業を充分子供に理解させてから，人工語による実験に入る．この際使用され
た語は次のごとくで.あるl
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　£zlｓt　of ｅｘｐｅｒi-ｍｅｎｌａｌｅエiｓltｎｇｔｕｏｒｄｓ
　　　　　　　　Ｃｏｎｃｏｒｄ ｂｅtｘむｅｅｎｓｕ伍エI ｇｅｎｄｅｒ　　　　　Diｓｃｏｒｄ ｈｅtiｕｅｅｎｓt４がkｘj　ｇｅｎｄｅｒ
　　　　　　　　　　un tap１.Ｓ　　　　　　　　　　　　　　　　　ｕｎｅ tｏurmi
　　　　　　　　　　t&?１ cochoji　　　　　　　　　　　　　　　　ｕｎｅmaisoTz
　　　　　　　　　　zμte couTonne　　　　　　　　　　　　　　un t61ephone
　　　　　　　　　　line fiute　　　　　　　　　　　　　　　　　z44 parachｕip.
　実験に先立つ作業は次のごとくである(16)
　　　　　実　験　者　　　　--一
実験者は子供に灰色のブタの絵を見せる･
Qu'est-ce que c'est?
緑色のブタで同様に．
ついで実験者は一方の絵をかくし，あるい
は一方の上にものを置き，あるいは他の適
当な行為をする.
Qu'est-ce que j'aifait?
家の絵を二枚しめして同様に
　(以下，他の語にっいても同様)
め
Un cochon gris
Un cochon vert
れる子供の答
Vous avez mis un crayon sur le cochon
vert
　(定冠詞の導出であるー－一筆者)
Vous avez cach6 Iαmaison yerte
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　　　　　　　　　　Age
　　　　　　　　　　3,2― 3,11
　　　　　　　　　　4,0－ 4,11
　　　　　　　　　　5,0― 5, 11
　　　　　　　　　　6,0― 6, 11
　　　　　　　　　　7,0― 7,11
　　　　　　　　　　8,0－ 8,11
　　　　　　　　　　9,0- 9,11
　　　　　　　　　10,0―10,11
　　　　　　　　　11,0―11,11
実験7.
　　　　　　実　験　者
　Voic目'image d'une plichette. Qu'est-ce
　que c'est?
　Voici une autre image. Qu'est-ce que tu
　penses que cela repr6sente?
　実験者の動作
un bicron' について同様に
Sｕbjectｓ
???????
47
47
?????????????
Average age
　　3，5
　　4,6
????? ???
8,6
9,5
10,6
11,6
　子　　　供
-
Une plichette
Une autre plichette, mais grise
Vous avez mis un jouet sur la plichette
bてｕｎｅ
Vous avez cach6 le bicron veri
TABLE 28. Masculi。ε，･ｎｄｅｆ
　　Ｔｉｉａｃｕlｉｎｅ ｄｅｆｉｎｉtｅａｒlicle in　tｈｅ ｃａｓｅｏｆ ｃｏｎｃｏｒd（ｄａはｆｒｏｍ　ｅｘｐｅｒｉｍｅｎt　1）
Ｘ
　　　　　　Natural gender clue
　　　　　　十phonological clue,
　　　　　　ｅ･ g. 'un bravais' for
Age group　male picture （％）
No natural gender clue
but phonolog･icalclue,
e.g.‘Utl bicron' (%)
No natural gender clue
and no phonological clue,
e.g.‘iin coumi/e' (%)
3,2―3,11
4,0―4,11
5,0―5,11
6,0―6,11
7,0-7,10
Averageerrors(%)
?????????????? ――
6.2
????????
2.0
????
―
??
? ?
19.4
TABLE ２９. Ｆｃｎｉｉ･ｎｉｎｅｉｎｄｅｉｉｎｉ£ｅａｒticle βｌｒ？ｉｈｈｅｄ：ｆｅｒｃｅｎtａｇＢｏｆ ｓｕｃｃｅｓｓfiiZ　≪･ｓｅ
　　　ｏｆ ｆｅｍｉｎｉｎｅ ｄｅｆｉｎｉtｅａｒticle in　tｈｅ ｃａｓｅ ｏｆ ｃｏｎｃｏｒｄ(ｄａtａ ｆｒｏｍ ｅｘpeｒｉｍｅｎt l)
Age group
3,2-3,11
4,0-4,11
5,0-5,11
6,0-6,11
7,0―7,10
Average
errors(%)
Natural gender clue
十phonological clue,　No natural gender clue　No natural gender clue
e･ g. 'une forsienne' for but phonological clue｡and no phonological clue,
female picture （％）　e.g. 1t£れeplichぶe' (%) e.ｇ.　'ｔｉｎｅｄｈ?（％）
78
100
100
100
100
　4.4
??
????
??????????
6.2
????????
15.8
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　実験7 (Table 28 & 29)は不定冠詞を与えられて冠詞を用いる実験であるが，全年令を通じ高
い成功率を示している．幼児は冠詞のgenreを示す機能を知っているのである．　ただし３才時に
女性についてはやや弱い.3,4才を除き, natural gender clue は重要ではない．全般的にpho-
nological clue がなくなると率は下がる．　すなわち語尾によってgenreを決定する強い傾向かあ
るわけである．
　実験8.
Voici deux fasines. Qu'est-ce que c'est?
実験者の動作
Deux fasines
Vous avez cach6 Zα‘fasine blanｃｈｅ/ｕれｅ
des fasines
　（以下略）
TABLE ３０.Ｎｏ ｍａｒｋｅｄ ａｒticle　fｕｒniｓｈｅｄ ； ｐｅｒｃｅｎtａｇｅｏｆ ｒｅｓj）ｏｎsｅｓａｃｃｏｒｄｉｎｇ
　　tｏ夕ｈｏｎｏｌｏがｃａｌ ｃｌｕｅ 夕ｏｍ ｓｕ蚤エ（ｄａは升ひｍｅエｐｅｒｉｍｅｎt8）　　　　.　・
　　　　　　　　Masculine articlefor masculine
　　　　　　　　ＳＵｍχ（％）
Age group　‘Deux bicrons'‘Deux maudｔieｒｓ'
3,4―3,11
4,0―4,11
5,0―5,11
6,0―6,11
7,0―7,11
8,0―8,11
9,0―10,3
100
100
　93
100
100
100
100
????? ?? ?? ??
Feminine articlefor feminine
sｕfnｘ（％）
Deux pMcheltes'
　　　100
　　　71
　　　91
???
Deux fasines'
????? ?????
　実験8 (Table 30）ではgenre決定の要素としては語尾しか与えられていない．　子供は高い比
率で語尾のgenreに従う．９才以上で女性について低くなるのは, Karmiloff-Smithによると，
この年代で未知の語は男性にしようとする傾向か生じることによるC17)このことはフランス語が外
来語に用いる規則を連想させる．（すなわち原則としてnon-marqu6である男性が用いられる.）
したがってこの現象はgenreに関する新しい局部的な規則の導入で，かつその規則の「過度の一
般化」が生じていることか考えられる．
　実験9.　　　　　　　　　　　　　　　　　　　………
Voici　rimage　d'une　bicron. Qu'est　ce
que c'est?　　　　　　　　　'＼
Et Qa?
実験者の行為
‘un foTsienn。'にっいても同様に
Etc
-I●　●■●●　’・・-｀･●　　Une bicron
　　Aussi une bicron
　　Vous avez cach6 la bicron ver^e
　　Vous avez mis un jouet sur le forsienne
　　brura
　実験9・(Table 31）は語尾のあらわすgenreと不定冠詞の間に不一致柴つくり幼児がどちらを
手がかりとするかを調べ.たものであるが，不一致のない場合を見ると，きわめて高い数値か示され
ている，不一致の場合は.これに比べるといくぶん低くなる．不定冠詞でgenreが実験者から示
されているにもかかわらず，それに従わないのは，語尾によるgenre判別がいかに強力なものか
をものがたっている，男性について６才までと，それ以降，女性について５才までと，それ以降で
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TABLE Ｍ、 Diｓｃｏｒｄ ｂｅtｉｕｅｅｎ ｇｒａｍｍａtｉｃａｌ ｇｅれｄｅｒ ａｎｄ Ｐｈｏｎｏｌｏｇｉｃａｌ ｃｌｕe fｒｏｍ
　　ｓｕ乖エ､ ｅｘｐｒｅｓｓｅｄ ａｓ ａ Ｐｅｒｃｅｎtａｇｅ　ｏｆ ｃｏｒｒｅｃt ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ ａｃｃｏｒｄｉｎｇ tｏ ｇｒａｎｔ７ｎａtical
　　gender (ｄａtａ ｆｒｏｍ　ｅｘｐｅｒｉｍｅｎt　9)
Age group
3､4－ 3､11
4､O－ 4､11
5､O－ 5､11
6､O－ 6､11
7､O－ 7､11
8､O－8､11
9､O－ 9､11
10､O－10､11
11､0-11､10、
Discord
Masc. gram-
matical gender
十fern, suffix,
e. g. 'un golti?
(％ｏｆ masc.
definite article)
44
43
19
74
79
72
82
96
95
Fern, gram-
matical gender
十masc. suffix,
e. g. ‰ne plichon'
i% of fem.
definite article)
???? ?
71
?
??
?
???
　　　　　　No discord
Masc. gram.　　Fern, gram･
matical gender　　matical gender
十masc. suffix,　十fem. suffix,
ｅ･g. 'un chaloi゜s' e.g.‘une bravaisｃ'
（％ｏｆ masc.　　（％ｏｆ fem.
（!efinite article) definite article)
?????? ?? ??? ???????????? ????
顕著な段差が認められるが，これは最初，語尾の方に重点かあったものか，この年令を境に冠詞に
ついての規則にも急に鋭敏になったことを示すものであろう．
　言語発達において，５才前後に大きな変化があるというのかKarmiloff-Smithの主張で，この
問題ぱLanguage development after five'(in Language Acquisition 1979)という論文でも取
りあげられている．　あとで述べるがgenre　に関しては代名詞の一致についての重要な変化かこ
の時期に生じる．（子供は代名詞か前出の名詞と性数一致していることを完全に理解するようにな
① □
(第一の一致)
　　　　　　　　　　　篠
゜匠七三百二白豆亨］
③ 冠詞
図１．
廿
(第二の一致)
(第三の一致)
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る.）そのことと，ここでの定冠詞の選択の問題とを統一的に解釈することは可能であろう.（ｕn
golt･‘ｇというものを出してくれば，すぐその後ではle goltineと性数一致させるのがフランス語
の規則である.）
　幼児はこの年代でm6talinguistiqueな力を急に発達させ語結合の一層広い範囲に注意を向けら
れるようになると仮定出来る．
　以上三つの一致を考えた場合，①よりも②が，②よりも③か高度な操作と考えられる．（図１）
　実験10.
Voici　deux　images. Ce　sont des fiUes
ou des gargons?
C'est　juste, des　filles. Ce　sont　deux
plichons.
実験者の動作
FiUes ou gargons?
　(以下略)
Des fiUes
Deux plichons
Vous avez cach6 la plichon grise
TABLE Ｕ、Diｓｃｏｒd belt：むｅｅ､１ ｎａtｕｒａｌ ｇｅｎｄｅｒ ａｎｄ ｐｈｏｎｏｌｏｇｉｌｃａｌ ｃｌｕｅ ｆｒｏｍ ｓｕfiｘ、
　　ｅｘｐｒｅｓｓｅｄ ａｓ　ａ ｐｅｒｃｅｎtａｇｅ ｏｆ ｃｏＴｒｅｃけｅｓ|)ｏｎｓｅｓ ａｃｃｏｒｄｉｎｇ　tｏ ■ｎａtｕｒａｌ ｇｅｎｄｅｒ（ｄａは
　　_
ｆｒｏｍ　ｅｘpeΓｉｍｅｎt χ0）
Discord
Female pictures
十masc. suffix,
　　　　　　ｅ･g. 'deux
　　　　　　bicro?（％
Age group　fem. article)
3､4－3､11
4､O－ 4､11
5､O－ 5､11
6､0－ 6､11
7､O－7､11
8､o－ 8､11
9､O－ 9､11
10､o－10､11
11､0―11､11
20
34
16
18
?????????? ?
of
Male pictures
十fem. sufRx,
　　　　　　No discord
Female pictures　Male pictures
十arbitrary　　　　十arbitrary
e･ g. 'deux　　　　suffix, ｅ･g.‘deｕχ
{orsiennes'i% of　coumileｓ'(% of
masc. article)　　fern, article)
　　　28　　　　　　　　●50
　　　29　　　　　　　42
　　　20　　　　　　　24
20
34
13
48
??
34
34
25
?????
??
sｕｍχ，ｅ･g. 'deuχ
fad!ｓtｅｓ'i% of
masc. article)
80
7S
83
100
100
　71
　87
100
100
　実験10 (Table 32）は，人の絵を見せられ，その男女の区別に従うか，語尾に従うかを試すも
のである．絵と語尾か一致しない場合，数値は低いので絵(sexe)によってはあまり選ばれていな
いと言える．不一致がない場合（語尾はarbitraryなものが用いられる）数値は高くなる．すな
わち語尾による拘束がなくなるとある程度，絵に依存が移る．つまり子供は絵の性にも影響される
か大むね語尾に従ってgenreを決めているのである．絵は特定の名詞と結びつかないようにいさ
さか奇異な姿･(Martian-like persons p. 152)をしているが，まぎれもなく性(sexe)の区別か感
じられる．にもかかわらずsexeよりも語尾に重点がおかれるのである．（我々はなぜフランス語
において大かいは男の歩哨カリa sentinelleでよいのか，又，逆になぜ男性名詞である職業名に，
わざわざ女性形を立てると，かえって不自然で，再びもとの男性形に戻す(18)ようなことか起こる
のかを理解出来る.）
　男性の絵と女性の語尾の結合では９才から急に数値か増大するが, Karmiloff-Smithによると，
前にも記したように，９才頃には未知の語を男性にする傾向によるものである．
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一一　一一
実験11.
　Voici deux garcons.ce sont deux bicrons
　実験者の動作
　Voici une autre image. （女性の絵が示さ
　れる）
　Ce personnage vient du ｍ&ｍｅ pays que
　les bicrons. Essaie　d'inventer　un nom
　pour Ca, comment pourrait-on l'appeler?
Est-ce un gargon ou une fille?
実験者の動作
Deux bicrons
Vous avez eachをlebicron vert
Une bicronne(une bicron, une bicrotte,
etc.)
Une fille
Vous avez cach6 Z4 bicronne blanc/ie
TABLE 33、Ｐｒｏｃｅｄｕｒｅｓ ｕｓｅｄかｒ ｃｒeali･ｏれｏｆ ｎａｍｅ ｆｏｒ ｍａｌｅ ａｎｄ ｆｅｍａｌｅ ｈ＾ａｒtｉａｎ-ZI‘＆
　　Ｐｅｒｓｏｎｓ､ ｅｘｐｒｅｓｓｅｄ　ａs　ａ ｐｅｒｃｅｎtａｇｅ ｏｆ tｏはI　ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ ｐｅｒ ａｇｅ ｇｒｏｕｐ（ｄａtａ ｆｒｏｍ
　　experinienl 11）
Age
group
No
change
（％）・
3､3－3､11　　38
4､O－4､11　　64
5､O－5､11　　42
6､O－6､11　　8
7､O－7､11　　19
8､O－8､H　　O
9､O－9､10　　0
Age
group
3､3－3､11
4､o－4､11
5､o－5､11
6､O－6､11
7､O－7､11
8､o－8､11
9､O－9､10
No
change
(％)
-
　46
　34
　9
　4
　0
　0
　0
????
15
?????
Neutral suffixes
　　Article
　　changed Article
???? ?
42
52
??
??????? ??
33
39
Fern, article and suffiχ giveり：
name for male to be created
Article
changed Article
suffix　　and
54
???
?
un.　　suffix　　Other十
changed changed refusals
　･ふ・　　』皿･-　　　　Ja-k（％） （％）
????????????? ???????
45
18
???????
Masc. articleand suffixgiven :
name for female to be created
　　　　　　　Article
　　　　　　　changed Article
No
change
(％)
??????
ＳＵｍχ
Ｕｎ･ suffix　　Other十
changed changed refusals
（％）　（％）　（％）
???????????? ???? ? ?????
32
49
???????
??????
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TABLＢ.　34.
Ｇｅｎｅｒａｌ ｓlｒａｌｅｇｉｅｓ,
ａｓ ａ　fｕｎｃtｉｏｎ ｏｆ ａ＾. foｒ ｃｒｅａｔｉｎｇ ｎｅ：ｕ｝ ■ｗｏｒｄｓ ｆｏｒ
　　ｐｅｒｓｏｎｓ　of　ｏｐｐｏｓitｅ　ｓｅｘ,　ｅｘｐｒｅｓｓｅｄ　ａｓ ａ ｐｅｒｃｅｎtａｇｅ　of　tol?ｒｅｓｐｏｎｓｅｓ（ｄａtａ ｆｒｏｍ
　　ｅ工.ｐｅｒびｎｅｎt 11）
Age group
3､3―3,11
4､O－4､11
5､O－5､11
6､0－6､11
7､O－7､11
8､O－8､11
9､o－9､10
Refusal
(％)
?????
　　　　　　　No change
　　　　　　　in article
　　　　　　　nor suffix,
Existing　　from name
word, ･ｅ･g.　of opposite
‘a girr (%) sex i%)
?????
41
51
???????
Lexical
compound,
ｅ･g. 'une
bicron-fille
(％)
Article
changed
to match
natural
gender
(％)
?????、
Article and
suffix
changed to
match
natural
gender (%)
??
?
?
? ??
???
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　実験11 (Table 33 & 34)は同じ範ちゅうに属する反対のsexe　を有する対象をフランス語の
genreのシステムを用いて子供がどう呼ぶか調べるものである. Essaie dｉ^ＴＶｏｅｎｉｅｒun nom.二と
いう誘導は明らかに子供がさしたる困難もなく（年少者は別としても）語尾を変える（冠詞のみで
なく）ことを予想してなされているようだが，このような実験がなされること自体，いかにフラン
ス語が名詞の語尾の変化にも敏感であるかを雄弁に物語っていて，いささか驚かされる．そもそも
このKarmiloff-Smithの実験全体がこれが自明のごとくなされているわけであるか．
　上表によると３才時においては約半数が冠詞や語尾を変えることか出来ない．しかしその後，着
実にsexeの差異を語尾で表現出来るようになる．特に６才以降の変化は著しい．（ここで我々は
Ｇr４０１rｅの子供か４，５才になると> un Hindou からune Hindoute を, singeに対しsingine
を, un diable に対しune diablette を造り出したことを思い返したい.）
　女性形をつくる場合と男性形をつくる場合では発展に差異かあるか，これは男性形から女性形を
つくる方が，その逆の作業よりむずかしいためであろう．（女性接尾辞をつくるには種々の音韻的
規則を知らねばならない.）
　9才時においては実に100％の子供か女性形の語尾をつくり，冠詞も女性に変える．　しかし同じ
９才時に女性形のものか男性形になぜ100％なっていないのだろうか（75％）.これは子供かgenre
の性(sexe)に関する包括的機能を一層よく理解し始めたために，示された形Fern article十
Fem. suffixかすでに男性をも含む包括的表現と感じられたためであろう．
　実際のフランス語を例にあげると，たとえばla poule は雄どりと雌どりを包括する種属名で，
べつにメスを表わしているわけでないことがある．つまりそれはニワトリである．したがって人工
語の場合，オスの絵を見せられても特に男性形を立てる必要はないわけだ．
　なおフランス語における種属名について「語尾変化で女性形を作るものは，かならず男性形が種
属名となる(19)」という文法家の重要な指摘を強調しておこうｊ（したがって男性からスタートする
ときは迷うことなく女性かつくられる）
　つまり上述の現象はKarmilofF-Smithのいう９才時の「未知の語を男性にする傾向」と何ら矛
盾せず，新しく獲得された同一の原理の別様の表われにすぎない.
　Table 34 の右端２つの欄に注目すると，冠詞のみの変更は30％位にとどまっているか，冠詞と
語尾の両方の変化は漸増している. Karmiloff-Smithはこれを，冠詞のみでは意味的情報を充分に
になうわけでなく，やはり語尾に重点があり，この語尾に一致させるかたちで冠詞も，変化させる
のだろうと考える(20)
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　最後にKarmiloff-Smithはきわめて重要な発見をしている．それは代名詞のgenreの使いわけ
で，６才以下では文脈中の前出の名詞のgenreに従わず，絵に示された性別(sexe)に従ってし
まい，６才以上で，８才以上ではすべての子供が，正しい一致を行なうという顕著な対比である．
すなわちその過程は言語外的事実への依存から言語内的構造に対する依拠への移行である．正しい
一致か出来ない幼い子供の例：
　　　３；４才（女性の絵を見て）
　　Sur le goltois,laverte
　　　3；9才（男性の絵）
　　Sur la bravaise, celui-＼k
　　4；6才（女性の絵）
　　Ｌｅ　Ｂ,oltois,y en ａ QU.'une
　　　6；5才（男性の絵）
　　Ｌａ　forsienne, il a la tSte ovale
　以上すべて絵のsexeに一致している．
　又，次の６才以下と６才以上の子供の物語の対比も興味深い．
　　　５；７才
　　　Bon, y avait une fois ｕn　bicron　vert　et　un　bicron　hrun. Elles 6taient　tr^s　amies
　　(...) alors　le bicron　vert　est sorti (...) et　ensuite etle est　all6e (...) et puis c'est
　　ellequi a（…）
　　　（実験者か言葉をさしはさむ:Elle, c'est qｕi?）ＣｅｌtｅＡａ，lebicronvert
　　　9；O才
　　　Ｃﾀest le　bicron　ver≪ qui　est parti (... ) ensuite　f/ est all6 chez (...) c'est lui‘　qui
　　a trouv6 （…）
　　　（実験者:Lui, c'est qｕi?）　　　　　　　　　　　　　　　　，.
　　　（子供は絵をさし示して）:Ben, c'est Z?…non, non, elle, je veux dire la bicTonne
　　‥ｃｅｌｌｅqui est vtTie　　　　　　　　　　　　.
　Karmiloff-Smithの実験から知り得るのは次のような諸事項である．（要点のみ）
・　全年令において名詞語尾かgenre判別の強力な手かかりである．
・　３才時より冠詞を手かかりとし得る.4,5才で冠詞の認識は一層確実なものとなる.
・　全年令において言語外事実(sexe)は判別のための弱いファクターであるが，代名詞の使用に
　限り６才以下の幼児はこれに支配される．６才以降，特に８才以降は代名詞の正しい一致が出来
　る.
・　男性・女性を特に表現するために語尾の形を変える能力は年令と共に漸増する．
・　９才時には未知の語を男性にする傾向かある．
　　　　Ｖ.
(Ｗ. Ｅ. Lambert)
　　一学齢期
最後の資料はＷ.Ｅ.Ｌａｍｂｅrt（1968）（２１）によるものである．この研究は先のKarmiloff-Smith
　フランス語における文法的性の習得過程について　（岡木）
－　　　　　　　　　　-
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のものと同種であるか, Karmiloff-Smithに先立って行なわれたものである. Karmiloff-Smithが
Brain .（1970）（22）の示唆によって実験を行なった(p.150)と記しているところによると，両者の直
接的な関係はないらしい. KarmilofF-Smithの実験が絵と対話に工夫をこら･しか多面的かつ広範囲
な調査であるのに対し, Lambertのものは年長児の音韻的手がかりに関してのみの調査であるが，
この音韻的な点については，かなり徹底したものであるので，両実験を相補的にとらえると全体像
は一層明確になろう．又, Karmiloff-Smithが接尾辞とgenreの区別との連繋を，初めから前提
としているのに対し, Lambertはこの「規則」を部分的ながらフランス語のcorpus中において
確認している点で重要である.
　Lambertは学齢期の児童か易々とgenreの区別をする（未知の語であっても）のは，音韻的手
かかりによっているのではないかという仮説を立て，これを検証する実験を用意した･
　被験者はパブリック・スクールの4, 5, 6, 7年生の402名の生徒で, stimuliとして本物のフラ
ンス語名詞と音韻的連鎖が不自然でない人工の名詞，計84が与えられた．被験者の半分には文字も
示された．これは
　　-aie, -ais, -6, -6e, -eur, -eure, -illonに-oi, -oie, -oire, -ssion, -stion, -Ca)tion
　以上14の語尾と，
　０頻繁にあらわれる語頭　ii）まれな語頭l　iii)まれな語頭II　iv) genreのあいまいな語
　頭　Ｖ）女性の語頭　ｖi）男性の語頭
以上６つを組み合わせたものである．この84 (=14×6）のマトリックスに対し被験者は男性か女
性かの判断をした．（たとえばキiloｒａｉｅ，キｆｉｏｒ?a，＊floｒａtｅｕｒ,monnaie等の語が示されるわけ
である（23）.）
　この実験から判明したことは，「語末か特定の場合に確実にgenreを示しており，又，多分そ
れほど力はないが語頭も影響すること」(p. 247)であった．
　さらにLambertはPetit Larousse 所蔵のすべての名詞をコンピューターにかけ，被験者か男
性と判断した語については次の数値を得た（２４）.
　　-illon, 64M, IF ; -ais, 70M, 0 F ； -oir. 220M, 0 F ； -eur, 1482M,78F; -oi,148M,10F
　又，被験者が女性であると判断した語末については，次の数値を得た.
　　-(a)tion, 1159F, OM; -Ca,i,u)ssion, 33F, 0 M ； -aie, 58F, 0 M
　すなわち，実際のフランス語名詞語尾のgenreの分布に対応する形で就学児童のgenre選択
が行なわれていることか，少なくとも調査対象となった語に限っては確認されたのである．
Lambertからは次の点が判明した･
　就学児童はすでに語末（そして，いくぶんかは語頭）とgenreの区別の関係を規則化してい
て，これによりgenreの区別を容易に行なう／（つづりも判断に用いられる.）
　〔フランス語は特定の場合，語末（そして語頭）が明らかにgenreを示している．〕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　VI.
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　゛論
　さて，以上，限られた資料ながら, genre習得過程の概略か明らかになったと思う．ここに結論
としてまとめておこう．
　幼児は文法的形態素の出現する２才時に，冠詞，形容詞の不安定な使用と共に, genreの区別
もなす．誤りは若干みとめられる．代名詞については，代名詞そのものの使用がきわめて不完全で
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ある．
３才時には冠詞は安定した使用がなされ，冠詞のgenreを示す機能を知っているか，女性に関
してはやや不安定である．又，名詞語尾との連繋は強い．
　４，５才ではm6talinguistiqueな力が増し冠詞のgenreの一致か一層確実なものとなり冠詞と
名詞語尾との不一致に敏感になる．奇妙な造語をするのも'このためである. (Gr^goireをみよ(25).)
　6才時にさらに高次なm^talinguistiqueな能力か出現し，ここを境に，代名詞と前出名詞の文
法的なgenre一致を行なえるようになる．８才時には，これは確立する．
　９才時には未知の語を男性にする傾向が現われ, genreに関するさらに局部的な規則をも使用
出来るようになる．
　以上の諸能力は，付加的に獲得され，次第にフランス語のgenreに関する正規の規則に近づき
完成する．
　なお全年令を通じ，名詞語尾はきわめて強力なgenreの手がかりであったことを強調しておか
ねばならない．
【付　記】
　全資料を通じて, genre習得の基本的課題か名詞語尾(Lambertによると語頭も）による判別
であることか理解されたが，もしこれか確かに「規則」であるなら，テクストを読むことが学習の
中心になっている日本の学生もある程度，規則化か半ば無意識に起っているはずである．（無意識
というのは, Lambertも言うように，一見したところそこには明確な規則かないゆえに，通常，
外国人がこれを文法として教えられることはあまりないからである.）したがって，これを試すべ
く，仏語中級終了後半年の学習歴をもつ仏文科学生Ｙ，Ｓの二名に前出のKarmiloff-Smithの人工
語のリストをアット・ランダムに用いて，男性か女性かを答えてもらった．（音声のみによる.）こ
のリスト自体の正当性を試す意味もあった．この簡単な実験は故意に，いきなり行ない事前にどん
な種類の示唆も与えなかった．結果は，あとで説明を聞いて被験者自身か驚くほどみごとな分布を
示した．
Mａsｃｕline ｓｕ示エ
bicron
plichon
golcheau
coumeau
fasien
maudrien
forsien
maudrier
bravais
brouguin
chalois
goltois
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podelle
forsienne
bicrienne
barienne
goltine
fasine
plichette
coumette
bravaise
spodine
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ｆ
ｆ
ｆ
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Ｙ　Ｓ
Aｒbiiｒａりｓ･ｕｆｆｉｘ
fodire
dilare
rile
coumile
taninque
broucha
chalique
fadiste
????
ｆ
???
???????
?????
Ｙ　Ｓ
　被験者は共に「今までgenreの判別方法について特に考えたことはなく」，たとえば-tionが女
性語尾ということすら「知らなかった」そうであるからやはり無意識裡に（大半は文字を通して）
規則化が起こっていたわけである．
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　このようにフランス語にまだ不慣れな日本人でも語尾による規則を自ら造りあげるということ
は，フランス語の語尾がgenre判別の強力な手がかりであること，又，フランス語圏の子供は，
まだ明らかになっていない，さらに細部にわたる規則を習得している可能性があることを，あらた
めて認識させるのである.
　Lambertが言うように, genreの区別に一見役立たないような語末もさらに先行する音を含め
て調査してみる必要がある．（たとえばPetit Larousse 中の一己で終る語は870F, 478Mという分
布を示すか, -t6では860 Fに対しわずかに54M, -riではOF, 62Mである(26)このように別の
構造中に規則（あるいはそれに近いもの）が存在する可能性かある．
　さらに又，仏語教育面で, Lambertの提唱のように，いくつかの原則はもっと強調されてもよ
い(27)と思われることを付け加えておきたい．
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